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2020～2021 
 
  役 員 
 
 

 

   

1１月 
誕生日 

 

会長   若林 成幸 直前会長 多胡 葉子 

副会長  福田 宏子     

書記    武田 寿子     

会計    小林 康男  堀江 裕一   

会計監査 加藤 光信 吉田 明 

連絡主事 谷川 尚   

メネット連絡 福田素子 今田 和子   

六甲部地域奉仕 ・環境  多胡  葉子  

   
重松えみり（１１日）  
多胡 進 （２６日 
 

 

例会出席者数    32 名  
在籍会員数      22 名 
出席会員数      19 名 
出 席 率        ８６．4％  
メイクアップ(内数)   ０名 
メネット・コメット・孫メット 4 名 
ゲスト・ビジター     9名 
ズーム参加        （内数）7名、 
例会充足率     145.5 ％ 

 

にこにこＢＯＸ       1,000 円  

       累  計   15,500 円 

ファンド（物品販売）   3,400 円    

          累  計  12,400円 

                          主 題 ・ 標 語 

国際会長(I P)   Jacob Kristensen(デンマーク)  

    主 題  「価値観、リーダーシップ、エクステンション」 「VALUES, EXTENSION and LEADERSHIP 

      スローガン  「命の川を信じよう」 

アジア太平洋地域会長(AP)  David Lua (シンガポール) 

 主 題   「変化をもたらそう」   Make a difference   

      スローガン  「奮い立たせよう」 

西日本区理事(RD)  古田裕和(京都トゥービー) 

      主 題   Let’s do it now! 

      スローガン  “2022 に向け誇りを持って All is well.” 

六甲部長  安行英文（さんだ） 

      主 題  行動に信念を、信念は行動に Believe in what you do.  Do what you believe in. 

宝塚クラブ会長  若林成幸 

主 題  ポジテイブに考え、ポジテイブに生きる Think and live, positive. 

 
 
 

 
 
日  時 ： ２０２０年１１月１8 日（水)１8：30 
場  所 ： 宝塚市立西公民館 
会  費  ：   １０００円 
ドライバー   堀江裕一  今田和子 
会  食 
 
      《 例   会 》 （19 時より） 

  開会点鐘     若林成幸会長 
  ワイズソング   全 員 
  聖書朗読     鯖尻佳子 
  祈   祷     武田寿子 
  ゲスト・ビジター紹介  若林成幸会長 

お話し 「カルタで楽しく学ぶ SDGs」 
     関西学院大学生  高尾直輝さん 
         〃       井上 瞳さん 
         〃       川村 樹さん 

YMCA報告 
誕生日のお祝い  クラブ会長 
ニコファンド 
閉会点鐘     若林成幸会長 
 
 

今月のテーマ: Public Relations Wellness  
 

  ワイズメンズクラブの活動を広報して、 
     社会的認知度を高めよう 
      広報・情報委員長 
          大槻信二 （京都センチュリー） 
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聖   句   

         その日には、見事なぶどう畑について喜び歌え。主であるわたしはその番人。 

常に水を注ぎ／害する者のないよう夜も昼もそれを見守る。                        

(イザヤ２７：２－３） 

 

随   想 

    収穫の時期を迎えていますが、今年はコロナ禍との闘いで農家の方々も様々なご労苦があった 

ことと思います。おかげで豊かな収穫物を前にしています。 

   さて、聖書にはぶどうの収穫の様子が多く描かれています。イエス・キリストもご自分のことを 

指して弟子たちに「わたしはぶどうの木、あなたがたはその枝である」(ヨハネ 15：5)と言って 

おられます。けれども、日本では実際に「クリスチャンは酒を飲まない人」というレッテルが 

張られていて、クリスチャンと酒は敵対関係にあるという見方をしている人が圧倒的でした。 

しかし、このレッテルも先輩方の夜ごとの懸命な努力によってかなり剥がれてきたような…。 

   こんな記事を見つけました。 

   「保守派のキリスト教徒でワイン愛好家のダニエル・ウィットフィールド。彼は聖書の中で酒に 

ついて触れた箇所をくまなく、徹底的に調べ上げた。 

その数ざっと 247。…▼マイナス面では、やたら飲むなという警告が 17、やたら飲んだ人の 

例が 19、指導者を選ぶ際の基準についてが 3。酒を飲んで兄弟を罪に誘ってはいけないと 

いうのが 1。否定的なことをいっているのは全部で 40、全体の 16パーセントに当たる。 

プラス面では、ぶどう酒（や強い酒）を肉といっしょに飲むといいとする箇所が 59。ぶどう酒を 

神の祝福とする箇所が 27。ぶどう酒と強い酒がないのは神の呪いとする箇所が 20。ぶどう酒を 

供え物に使っている箇所が 25。ぶどう酒を贈り物に使っている箇所が 9、なにかをたたえるのに 

ぶどう酒よりもすばらしいといった比喩的表現をしているのが 9。 

肯定的なことをいっているのは全部で 148、全体の 59パーセントに当たる。残りの 25パーセントは 

どちらでもない。ウィットフィールドの研究に付け加えるなら、薬としてのアルコールもある。 

…▼人生をとことん謳歌せよという聖書と、不摂生を嫌う聖書との対決。 

快楽主義 VSピューリタニズム。…▼大切なのは、神が与えてくれた多くの恵みのひとつとして 

ぶどう酒を楽しむことだろう。でも、あまり楽しみすぎないこと」 

（A.J.ジェイコブズ『聖書男』阪急コミュニケーションズ 423-425ページ）。 

聖書は酒のプラス面のほうを多く取り上げているというのです。驚きましたか。 

   しかし、経験者は語る。酒におぼれたらあかん。神様によって魂がすくわれても、 

足元がすくわれませんように。 

                                               浦上 結慈 
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時の流れは早く、もう 11月を迎えました。長いコロナ休暇を無為に過ごしたため殊更に早く感

じるのでしょうか？ しかし、宝塚ワイズの面々は、再開された 7月以降から短い期間にもかかわ

らず走り回り、次から次へと新しい事柄に挑戦し、目を見張るような成果を上げています。ワイズ

の面々はまるでマグロようだ！と唖然とするばかり。 

因みに、クロマグロは、泳ぎ続けなければ死んでしまうらしい。松浦啓一著「けなげな魚図鑑」に

こんな一文が載っていた。「クロマグロは高速で泳ぐために、常に多くの酸素が必要です。酸素を

含んだ水をえらに取り入れるため､眠るときも口を開けて泳ぎ続けねばなりません」。マグロ人間は

けなげ（健気）だね。 

  コロナ禍の市民クリスマスは「みんなでつくる One Xmas」。ベガホールでの開催を取りやめた

が代替プログラムが進められている。10月末を目処に参加可能なグループごとに動画の収録を終え

るという計画で、自立の家・ダカーポ・合唱団・マハロの収録が行われた。どれも初挑戦の課題な

がら本当に心を一つにしてクリスマスの訪れを祝う気分に溢れている。11月に入ってこれらの動画

が集められ田中良和氏のもとで編集作業が行われる。出来上がりに期待しましょう。 

今年のクリスマス例会は、楽聖ベートーベンの生誕 250年に当たる 12月 16日に行うことにな

った。周年企画として各地で記念のコンサートが開かれるは

ずだったが、コロナ禍で殆どの催しは中止となってしまっ

た。ベートーベンというと「第九・合唱」「エリーゼのため

に」「トルコ行進曲」「月光」など耳慣れした作品もある

が、概して難しい・堅苦しいという思い込みがある。それは

きっと、学校の音楽室に飾られたしかめっ面のベートーベン

像のためかも知れない。ところが、12月例会でこれらのピア

ノ曲をパイプオルガン演奏で聞くことができる。ひょっとし

たら本邦初企画？ そこで 12月 16日生まれのメン・メネッ

トを東・西のロースターから探してみたら 10人が見つかっ

た。皆さんを Zoomコンサートに招待してはどうだろうか？ ベートーベン由来のお友達ができるか

も知れない。 

若林成幸 

 

 

 

 

 

 

 

会 長 雑 感  
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10月 14日（水）宝塚市西公民館で、18時 30分より会食後、メン１９名、メネット４名、ゲスト９名の計３２名 

（内、ZOOM参加者７名）で第１例会が開催された。 

コロナ禍のもと、毎回 ZOOMでの参加者はありましたが、今回はゲストスピーカーをはじめ、YMCA 

リーダーの報告、聖書朗読も ZOOMでの遠隔参加と異例づくしの例会となりました。 

はじめに関西学院大学の湊秋作教授は出張先の埼玉県より、「SDGｓ」の概要について「ZOOM」でお話

しいただきました。「SDGｓ」の概念が提案された歴史的な経緯やその内容についての概略の説明の後、先生

の行われているヤマネの研究と保全活動の事例を通して、

「SDGｓ」のより具体的な説明をいただきました。 

講話のあと、４つの班に分かれて「SDGｓ」について話し

合い、その内容を各班の代表者より発表がありました。

「SDGs」は国や大企業だけのものではなく、誰でもどこでも、

みんなが参加することが大事であり、一人一人が持続可能な

社会の担い手として力を合わせることが必要だと思いました。 

 

西宮 YMCA リーダーの大下準平さんは少し風邪気味ということで、自宅からの ZOOM参加となりました。

コロナ禍でのリーダーの活動やワンキャンプについて、例年の活動と比較しながら報告されました。厳しい状

況の中、様々な工夫をして活動されていることがよくわかりまし

た。 

YMCA 報告では橋本メンより、コロナ禍での全国リーダー

会の実施報告があり、宝塚クラブよりリーダー研修会への支援

金を贈呈しました。 

 

 

10月の誕生会では、またまた ZOOM参加者の井上みえさんの誕生日祝いとなりました。 

今回は ZOOM づくしで、メインのパソコンの他に、各班にも

パソコンを配備し、様々な ZOOM 例会の課題を解決しながら

実施できたのは、長尾メンと新入会の橋本メンの働きが大きか

ったと思います。お疲れ様でした。 

                                                     

 

 

小林康男 

 

 

 

１０月第１例会報告 
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日    時：10 月 21日（水）18：30～20：30 

場    所：西公民館 103号室 

出 席 者：青柳、石田、今田、小林、鯖尻、武田、多胡、長尾、福田（宏）福家、吉田、郡家、若林、橋本 

 

議  題： 

１．例会運営 

 ・例会日程の変更：11月・12月は第 1例会と第 2例会の日程を差し替える 

 ・11月第 1例会（11/18）は「学生による SDGｓカルタ活動」関学大生 高尾直輝さん、 

 ・12 月第 1 例会（12/16）は、会場を宝塚教会に移し、クリスマス礼拝 30 分（お話：浦上牧師）、ベートーベン

生誕 250 年を祝うミニコンサート 30 分（オルガン：奥村智美氏）、会食とする。礼拝での献金は「しそう自立の

家建築資金の募金」の一部とする。開始時間⇒6 時 礼拝、コンサート後食事 7 時で、仕出し弁当を注文する

（吉田）、マリアンジュのケーキを付ける、（交渉福田宏子）。食事後、奥村智美氏の卓話も依頼してみる。招待

は牧師夫妻、オルガニスト、謝礼を考える。終了 8時。会費：次月決定 

 ・1月例会は、SDGｓの第３会合、担当：饗場葉留果氏の予定 

 

 

２．各委員会報告 

 ①ジャガイモ販売について小林メンから。325 箱販売、総売り上げ、８３万８千円、収益は約２０万の予定、今

回は三種混合が好評、また宅配便を当日発送できるよう手配し、安価で早くに終了できた。また発送先の

リストがファイルされているので、来年も利用できるとの報告があった。 

 ②市民クリスマスについて 

  ・10/21 はんしん自立の家…歌う会とダンス会の合同プログラムを収録することができた。 

  ・10/30 練習日：18時―20時、合唱のみの練習会 於：甲東教会 

   10/31 収録日：９時―14時 ダカーポと合唱団 於：ぷらざこむ１，  

  ・マハロ 1～4年生有志で「しあわせ運べるように」を演奏 

  ・その他 ポップンは前年度の映像記録から 2曲を抜粋。幼稚園は辞退。田中良和氏の独唱を入れる。  

  ・10月中に各グループの収録を終え、田中・川副氏を中心に 11月に編集・12月に完成、12月 18～25日

ライブ配信予定。配信先をどの範囲にするか検討が必要…宝塚市民、ワイズ中心なのか、著作権の件など。 

 

３．六甲部の人事（2022/23六甲部長（宝塚）、2021/22六甲部 Y サ主査及び宝塚クラブ会長） 

  次期六甲部長（大野智恵メン）から次次期六甲部人事に関する人選を進めてほしい旨の要請があり、対応

を協議した。２～３人の候補者名があげられたが、慎重を期すため協議を継続することとし、12月に結論を

得ることとした。 

 

１０月第２例会報告 
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４．ブリテン編集 

 ①別紙にて寄稿分担を確認。青柳メンから会長の言葉を毎月ブリテンに掲載してほしいとの要望があった。 

②石田メンから、例会時の祈祷はクリスチャンの人が行うことになっているが、人材の遣り繰りが難しくなって

きている現状から、ノンクリスチャンも使用可能な「祈祷集」や「時節にかなった言葉集」などから選べるようにし

てはどうか、という提案があった。福田宏子メンが関係者等にあたって研究するとした。 

 

５．その他 

  長尾メンから、先にメール配信された「関西ワイズビジネス交流会（KYB）の設立総会案内」に関し、設立の

趣旨・広報の仕方など、運営面で懸念すべき事態が見られる旨の発言があった。また、数名から「コロナ対

応の活性化資金交付報告」についても同様の見解がでた。六甲部長の意向や区役員会等の動向を注視

することとした。                                  以上  

 

 

 書 記   武田寿子

【 １１月ゲスト ・ プロフィール 】 

高尾直輝さん 

関西学院大学 教育学部 湊ゼミ所属 

ゼミでは SDGs、環境教育について研究しております。卒業論文の個人テーマは「オンライン上での 

SDGｓ教育と甲山フィールドミュージアムの計画案及び教材化」です。 

児童対象のオンライン上での SDGs教育と、関西学院大学の近くにある甲山で SDGsを体験的に学べる 

フィールドミュージアムの計画を進めています。 

 

 

 

 

 

 

 

  いよいよ新しい取り組みのみんなでつくる One Xmas の収録が開始。 

まず第一回目は、10月 21日（水）にはんしん自立の家の一階の駐車場スペースが会場。 

はんしん自立の家の入居者の方々によるコーラスとフラ。 

毎年市民クリスマスキャロルの夕べに自立の家から参加される

方々と一緒に一年前からコーラスとフラのレッスンをしている。

今年はベガホールでの演奏はできないためにオンラインでの

コンサート。「きよしこの夜」と「上を向いて歩こう」のコーラスで

フラを。宝塚ワイズの花組、プアナニヴィオレットのメンバーも

助っ人で参加。総指揮は若林会長、撮影と録音は長尾ワイズ 

みんなでつくる One Xmas 
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クリスマスの行事ゆえにその雰囲気を出すためにセットの工夫から始まる。それぞれ赤いサンタさんの帽子

や、トナカイなどの頭飾り、フラのメンバーはクリスマスの雰囲気を醸し出すレイをつけての準備。ピアノやタン

バリン、鈴に合わせてのコーラスのもとで華麗にフラが踊られた。 大きな声で歌い踊り、みんなの笑顔が素晴

らしい！収録されたのを早速観賞し、まずは満足な出来にホッとする。 

10月 31日はコーラスグループの合唱とアンサンブル ダ・カーポの演奏の収録がプラザコム３階の 

イベントホールで行われた。収録はダ・カーポメンバ

ーの関係者の方お二人と我がクラブの長尾ワイズ。

ここでもクリスマス goodsを飾ってクリスマス雰囲気を

醸し出す工夫もなされた。 

初めて使用させていただいたプラザコムのホールは

三百人収容可能なイベントホール。広い場所で密を

気にすることなく伸び伸びと演奏できたことはとても

良かった。 

まずダ・カーポの９人によるアンサンブルの収録。その後 12時からはダ・カーポの演奏とピアノ伴奏で市

民コーラスのメンバー27人がクリスマスの花束から４曲を若林会長の指揮のもと演奏。楽しく、素晴らしいハー

モニーを醸し出した演奏はホール一杯に響き、それぞれがとても楽しんで、無事終えることができた。 

最後には総合司会の石田ワイズのお礼の言葉とともに全員で”メリークリスマス”とマスクを外し、感謝の意味も

込めて発した。 

関学のフラのメンバーの収録、ポップンキッズの演奏の収録も届き、メインのテノール歌手の田中良和さ

んの収録、そして総合プロジューサーの田中良和さんのもと集められた収録の編集を一手に引き受けてくださ

る川副良太さんによる作業が 11月中に行われ、12月 18日から 1週間、ユーチューブで「みんなでつくる  

One Xmas」が上映される。 

コロナ期の素晴らしいクリスマスプレゼントになること間違いなし待ち遠しい。 

                                                        多胡葉子 

 

 

 

六甲部チャリティーゴルフ大会に参加して 

                            

１０月２８日六甲部主催のチャリティーゴルフが秋晴れの千刈カントリークラブで開催され、 

２４名が参加しました。コロナ対策のため、表彰式は行わず、前半ハーフコンペ、ダブルペリア方式

で、楽しくラウンドしました。六甲部だけでなく姫路グローバルワイズの三宅さん、土佐掘クラブか

ら岡野さん、そして宝塚クラブからは元メンバーの藤井良三さんなどが参加してくださいました。 

芦屋クラブからの寄贈の海苔、安行英文六甲部長の三田米など多く寄贈があり、千刈クラブから

も賞品をいただき、それぞれに交流を楽しんだ秋の一日でした。優勝は山口洋子メネット、神戸ＹＭ

Ｃへ学生支援金１２万５０００円を寄付することができました。尾上尚司六甲部交流主査がいろいろ

準備をしてくださり感謝です。コロナ禍でも六甲部の交流と支援ができた秋の一日でした。  

武田寿子 
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世界 YMCA と世界 YWCA は、毎年 11 月の第 2 週目の日曜日を起点とする 1 週間を合同祈祷週とし、1904

年以来毎年、共に祈りを守ってきました。コロナ禍の世界では、生活の構造システムの弱さが露呈し、不平等

にも、社会的に弱くされている人々の生活に、特に大きな影響をもたらしています。私たちも、時に希望をもっ

て前に向かって進みますが、時に苦しく、弱くなることがあります。今年の祈祷週の大きな柱は、コロナ禍にあ

って求められるレジリエンス、平和、寛容性です。世界中の仲間たちと共に祈りを捧げ、共にこの時代を歩ん

でいくことができればと願います。 

 

 

 

 

                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

2020−202１ 宝塚ワイズメンズクラブ 事業・特別事業 

事業委員   (委 員 長）     

  Y サ・ユース 福田 宏子 武田 寿子            

  地域・環境 多胡 葉子 風早 寿郎 青柳美知子 

  EMC 鯖尻 佳子 若林 成幸   

  広報・ブリテン 長尾  亘 福家 清美 重松 えみり 

  交流・ファンド 石田由美子 杉谷 和代 
 

 特別    (委員長 )     

事業委員  NGO 連絡協議会 鯖尻 佳子 福家 清美 堀江 裕一 

 
じゃがいも 小林 康男 吉田 明 風早寿郎 

  市民クリスマス 多胡 葉子 長尾 亘 石田由美子 

      〃 
 

若林 成幸   

       （宝塚クラブ銀行口座） 

   銀行名    三菱 UFJ銀行宝塚中山支店 

口座番号   普通預金    4585836 

口座名     宝塚ワイズメンズクラブ 

                 （会計   小林康男） 


